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老人ホームにおけるおしやれ意謙およびアクティピティケアの調査研究
○小林　茂雄　　市川　淳子
(共立女大)

　〈目的〉老人ホームでの生活上の問題に焦点をあて、入居者の生きがい観や情動の活性化、
衣生活のあり方などについて、施設側の人々がどのように考え、また実状はどうかの調査
結果を第49回大会において報告した。本研究はこの報告を発展させたものであり、化粧行
動、おしゃれ意識、コミュニケーションなどについて、アンケート調査をもとに考察した。
　〈方法〉入居者の介護程度により、①特別養護老人ホーム67施設、②養護老人ホーム66施
設、③軽費老人ホーム67施設の合計200施設に対して、1999年11月初旬に郵送調査法による
アンケート調査を実施した。調査票の回収率は、特別養護56.7%、養護77.2%、軽費80.5
％であった。なお、前回の調査で化粧行動、ファッションショーを実施している施設はで
きるだけ加えるように配慮した。調査内容は、①生きがいを与えるための催し、②趣味活
動、③化粧行動、④ファッションショー、⑤コミュニケーション、⑥住居環境、⑦おしや

艮〉興味のあるいくつかの点について述べる。老人ホーム入居者のおしゃれ意識は、
・養護は特別養護に比べて高いが、特別養護でもおしゃれに関心ある人もいるの回答
8%を占めた。おしゃれに関心をもつことは、若々しくなる、明るくなる、精神的な

衰えを防ぐと、その効果を認めている。化粧行動を取り入れた理由は、上位から生活に変
化を持たせるため、おしゃれに興味をもたせるためであり、また、明るくなった、おしゃ
れに関心を持つようになったと、その効果を認めている。ファッションショーについても、
情動の活性化の効果は認めているが、実施率はまだ低いといえる。

lP-54 デンマークオーフス市における高齢者のグループホーム

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瀬沼頼子(昭和女大短大)

　目的　近年、日本においてもグループホーム(あるいはグループリビングと呼称)が､高齢者の新し

い住まい方として注目されているが､住まいづくりにあたっては、先例である北欧の高齢者のグループホ

ームを参考にしているケースは多い。デンマークでは福祉三原則に基づき､住まい手である高齢者の生

活を尊重した住まいづくりが､ハードとソフト両面にわたり行われている。そこで､デンマークにおける最新の

グループホームの実態を視察調査により明らかにし､今後の日本のグループホームづくりを考えていく上

において､参考とすべき視点や導入可能な具体点を明らかにする。

　方法　1999年９月にデンマークのオーフス市において､高齢者の住まいについての実態を視察調

査した。本報告では､デンマークでは初めの試みである共同組合方式によるミュレパーケンのグループホ

ーム､ティンホイの痴呆高齢者のためのグループホームを事例としてとり上げ､その実態と特徴について

明らかにしていく。

　結果　ミュレパーケンのグループホームからは、1.時間をかけた住宅建設前段階の居住者(居住

予定者)同士の人間関係や意識づくりの大切さ、2.居住後の住民会の組織づくりと運営、3.高齢期を活

動的に過ごすための努力、4.自然をとり入れ緑豊かな居住空間づくりの成果等が明らかであった。また、

ティンホイの痴呆高齢者のためのグループホームでは、日本ではまだほとんど実現されていないような色

彩やインテリア上の細かい配慮が見られ､そこでの生活者である高齢者を重視した住まいづくりの視点に

おいて､今後の日本のグループホームづくりの在り方を見出すことができた。
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